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(百万円未満切捨て)
１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 30,139 9.7 844 △0.5 964 7.7 741 61.4

2022年３月期 27,465 5.6 848 21.8 895 5.6 459 △18.1
(注) 包括利益 2023年３月期 809百万円( －％) 2022年３月期 △923百万円( －％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年３月期 72.60 － 3.6 3.1 2.8

2022年３月期 43.61 － 2.2 2.9 3.1
(参考) 持分法投資損益 2023年３月期 －百万円 2022年３月期 －百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 31,586 20,623 65.3 2,018.27

2022年３月期 29,879 20,446 68.4 1,935.00
(参考) 自己資本 2023年３月期 20,623百万円 2022年３月期 20,446百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2023年３月期 1,495 △1,327 △135 5,522

2022年３月期 783 203 △881 5,490
　
　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00 319 68.8 1.5

2023年３月期 － 15.00 － 18.00 33.00 340 45.5 1.7

2024年３月期(予想) － 18.00 － 18.00 36.00 49.0

　

　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 31,500 4.5 1,200 42.1 1,250 29.6 750 1.1 73.40

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名)－ 、除外 －社 (社名)－
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期 11,440,000株 2022年３月期 11,440,000株

② 期末自己株式数 2023年３月期 1,221,606株 2022年３月期 873,316株

③ 期中平均株式数 2023年３月期 10,217,779株 2022年３月期 10,534,820株
　

　

(参考) 個別業績の概要
１．2023年３月期の個別業績（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 17,805 2.9 447 137.9 926 74.6 872 219.8

2022年３月期 17,304 3.4 188 24.0 530 11.3 272 △29.6
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期 85.40 －

2022年３月期 25.90 －
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 27,453 18,812 68.5 1,841.07

2022年３月期 25,887 18,529 71.6 1,753.61

(参考) 自己資本 2023年３月期 18,812百万円 2022年３月期 18,529百万円
　

　

　

２．2024年３月期の個別業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）
　

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益

百万円 ％ 百万円 ％

通 期 17,800 △0.0 550 22.9
　

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は、様々な要因等により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）（以下「コロナ」とい

う。）禍からの社会経済活動の正常化に伴い、個人消費、設備投資ともに回復傾向となりました。一方で、ロシアによ

るウクライナへの軍事侵攻の長期化、円安、人件費の上昇等による消費財や生活財の価格高騰により、先行き不透明な

状況が続いております。

当警備業界、当ビルメンテナンス業界におきましては、コロナ対策の行動制限緩和に伴うビジネス機会の回復もあっ

た一方で、最低賃金の改正に伴う人件費上昇、円安等に伴う調達コスト上昇、半導体不足による機器の調達難もあり、

収益状況において引き続き厳しい環境にあります。

このような経営環境の中、当社グループでは、第12次中期経営計画《2022年４月１日～2025年３月31日》を策定し、

「社会的要請に応え、成長・発展し続ける企業グループ」を目指し、「構造改革への挑戦」をスローガンに、引き続き

髙い収益性と成長力を目指し取り組みを行いました。

売上面では、警備事業が好調に推移し、また五大テック株式会社のグループ入り、東洋テックビルサービス株式会社

の発足で事業基盤強化を図ったことで 、売上高合計は、30,139百万円、前期比2,673百万円、9.7％の増、12期連続の増

収となりました。

利益面では、東洋テックビルサービス株式会社発足時の一過性費用等もありビル管理事業は苦戦しましたが、好調な

警備事業が牽引し、営業利益は844百万円、前期比4百万円、0.5％の減益と前年並みを確保、経常利益は964百万円、前

期比68百万円、7.7％の増益、となりました。投資有価証券売却益237百万円を特別利益に計上したことにより、親会社

株主に帰属する当期純利益は、741百万円、前期比282百万円、61.4％の増益となりました。

　事業のセグメント別の業績は次のとおりであります。

（警備事業）

警備事業におきましては、機械警備の増収基調が継続したことに加え、当社として初となる機械警備の値上げへの取

り組み、常駐警備の新規獲得、機器販売拡大への取り組み等により、警備事業全般が好調に推移しました。

またＭ＆Ａによる五大テック株式会社のグループ入りもあり、東京オリンピックやコロナワクチン接種会場警備等の

特需の剥落を補い、12期連続の増収となりました。

その結果、警備事業の売上高は、19,802百万円（前期比2,088百万円、11.8％の増収）、セグメント利益は459百万円

（前期比248百万円、118.3％の増益）となりました。

（ビル管理事業）

ビル管理事業におきましては、ビル管理事業の強化を目的にグループ子会社４社を統合した東洋テックビルサービス

株式会社を発足させましたが、シナジー効果の実現や業容拡大に取り組んだものの、期初立上げの遅れや前期末の清掃

部門の大口解約を埋めきれず、売上は前期比微減となりました。

利益面では、統合に伴う一過性の費用の発生や、人手不足による外注費増加により減益となりました。

その結果、ビル管理事業の売上高は、8,909百万円（前期比△58百万円、0.7％の減収）、セグメント利益は89百万円

（前期比△222百万円、71.3％の減益）となりました。

（不動産事業）

不動産事業におきましては、不動産賃貸事業が、引き続き堅調に推移したことに加え、大口不動産の販売もあったこ

とから、増収増益となりました。

その結果、不動産事業の売上高は、1,426百万円（前期比643百万円、82.2％の増収）、セグメント利益は282百万円

（前期比23百万円、9.1％の増益）となりました。
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事業のセグメント別売上高 (単位：百万円）

区 分
前連結会計年度 当連結会計年度 前期比増減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減(△)率

警備事業 17,714 64.5％ 19,802 65.7％ 2,088 11.8％

ビル管理事業 8,968 32.7 8,909 29.6 △58 △0.7

不動産事業 782 2.9 1,426 4.7 643 82.2

合 計 27,465 100.0 30,139 100.0 2,673 9.7

　(注) 記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。

事業のセグメント別利益 (単位：百万円）

区 分
前連結会計年度 当連結会計年度 前期比増減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減(△)率

警備事業 210 24.8％ 459 54.4％ 248 118.3％

ビル管理事業 311 36.7 89 10.6 △222 △71.3

不動産事業 259 30.5 282 33.5 23 9.1

調整額 67 8.0 12 1.5 △54 △81.0

合 計 848 100.0 844 100.0 △4 △0.5

(注) 記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

（流動資産）

当連結会計年度末における流動資産の残高は、14,645百万円となり、前連結会計年度末に比べ571百万円増加しまし

た。その主な要因は、ＡＴＭ管理業務に係る受託現預金が645百万円減少しましたが、一方で販売用不動産が900百万

円、受取手形及び売掛金が248百万円それぞれ増加したことによるものです。

（固定資産）

当連結会計年度末における固定資産の残高は、16,940百万円となり、前連結会計年度末に比べ百万円1,136百万円増

加しました。その主な要因は、建物及び構築物が79百万円、退職給付に係る資産が57百万円、その他無形固定資産が

67百万円それぞれ減少しましたが、一方で土地が135百万円、機械装置及び運搬具が145百万円、リース資産（有形）

が135百万円、リース資産（無形）が286百万円、のれんが473百万円、投資有価証券が167百万円、繰延税金資産が142

百万円それぞれ増加したことによるものです。

（負債）

（流動負債）

当連結会計年度末における流動負債の残高は、5,898百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,084百万円増加しま

した。その主な要因は、その他流動負債が82百万円減少しましたが、一方で短期借入金が840百万円、未払法人税が92

百万円、預り金が80百万円、賞与引当金が57百万円それぞれ増加したことによるものです。

（固定負債）

当連結会計年度末における固定負債の残高は、5,064百万円となり、前連結会計年度末に比べ445百万円増加しまし

た。その主な要因は、長期借入金が278百万円減少しましたが、一方でリース債務が415百万円、繰延税金負債が51百

万円、退職給付に係る負債が253百万円増加したことによるものです。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産の残高は、20,623百万円となり、前連結会計年度末に比べ176百万円増加しまし

た。

なお、自己資本比率は、前連結会計年度末の68.4％から3.1ポイント減の65.3％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

（キャッシュ・フローの状況）

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ32百万円増加

し5,522百万円となりました。

当連結会計年度における各活動別のキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の営業活動の結果得られた資金は、1,495百万円であります。その主な内容は、税金等調整前当期純

利益1,108百万円、減価償却費1,044百万円、投資有価証券売却益237百万円、販売用不動産の増加900百万円、受託現

預金の減少700百万円、法人税等の支払額299百万円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の投資活動により使用した資金は、1,327百万円であります。その主な内容は、有形固定資産の取得

による支出1,089百万円、投資有価証券の売却による収入310百万円、投資有価証券の取得による支出53百万円、連結

の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出490百万円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の財務活動により使用した資金は、135百万円であります。その主な内容は、短期借入金の借入よる

収入840百万円、長期借入金の返済による支出281百万円、自己株式の取得による支出414百万円、配当金の支払による

支出313百万円等であります。

（４）今後の見通し

次期の見通しにつきましては、コロナの分類が２類から５類へ見直されることは経済環境にプラスとなる一方で、

ウクライナ侵攻の長期化や人件費の上昇などが続き、警備業界ビルメン業界においても厳しい状況が続くものと思わ

れます。

わが社の2024年３月期の連結業績見通しにつきましては、さらなる収益力の強化に取り組み、売上高31,500百万円

（当期比4.5％増）、営業利益1,200百万円（同42.1％増）、経常利益1,250百万円（同29.6％増）、親会社株主に帰属

する当期利益750百万円（同1.1％増）を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの事業は現在国内に限定されており、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮

し、当面は、日本基準で連結財務諸表を作成する方針であります。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮のうえ、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,086,691 6,185,711

受託現預金 4,642,825 3,996,581

受取手形及び売掛金 2,426,957 2,675,656

契約資産 182,668 84,091

商品 6,636 764

貯蔵品 331,545 377,009

販売用不動産 - 900,474

その他 398,069 427,553

貸倒引当金 △659 △1,962

流動資産合計 14,074,734 14,645,880

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,520,401 4,545,717

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,723,949 △1,828,313

建物及び構築物（純額） 2,796,451 2,717,404

機械装置及び運搬具 10,517,714 9,479,961

減価償却累計額及び減損損失累計額 △8,520,476 △7,337,630

機械装置及び運搬具（純額） 1,997,237 2,142,331

土地 6,195,446 6,331,187

リース資産 31,059 175,809

減価償却累計額 △13,696 △22,544

リース資産（純額） 17,363 153,264

建設仮勘定 27,715 16,227

その他 1,607,556 1,485,063

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,171,865 △1,087,850

その他（純額） 435,691 397,213

有形固定資産合計 11,469,904 11,757,629

無形固定資産

ソフトウエア 486,477 399,627

リース資産 - 286,902

のれん 70,175 543,646

その他 146,718 79,384

無形固定資産合計 703,371 1,309,560

投資その他の資産

投資有価証券 2,433,710 2,600,918

繰延税金資産 158,934 300,944

退職給付に係る資産 386,666 329,448

その他 659,553 662,088

貸倒引当金 △7,540 △19,699

投資その他の資産合計 3,631,325 3,873,700

固定資産合計 15,804,600 16,940,890

資産合計 29,879,335 31,586,771
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 386,518 398,292

短期借入金 275,000 1,115,000

1年内返済予定の長期借入金 226,248 222,824

未払法人税等 191,336 283,551

契約負債 232,136 271,777

リース債務 3,227 53,062

預り金 648,031 728,294

賞与引当金 511,614 568,986

役員賞与引当金 38,610 37,790

その他 2,301,474 2,219,330

流動負債合計 4,814,196 5,898,910

固定負債

社債 1,000,000 1,000,000

長期借入金 2,520,390 2,242,136

長期契約負債 162,652 191,468

リース債務 16,689 431,997

繰延税金負債 177,026 228,915

退職給付に係る負債 417,911 671,480

その他 323,912 298,343

固定負債合計 4,618,582 5,064,342

負債合計 9,432,778 10,963,253

純資産の部

株主資本

資本金 4,618,000 4,618,000

資本剰余金 8,527,404 8,542,067

利益剰余金 8,542,790 8,971,132

自己株式 △730,261 △1,064,366

株主資本合計 20,957,933 21,066,832

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 858,305 982,991

土地再評価差額金 △1,362,016 △1,362,016

退職給付に係る調整累計額 △7,665 △64,289

その他の包括利益累計額合計 △511,375 △443,314

純資産合計 20,446,557 20,623,518

負債純資産合計 29,879,335 31,586,771

　



東洋テック株式会社(9686) 2023年３月期 決算短信

7

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

売上高 27,465,433 30,139,013

売上原価 22,062,007 24,303,513

売上総利益 5,403,425 5,835,499

販売費及び一般管理費 4,554,459 4,990,850

営業利益 848,966 844,648

営業外収益

受取利息 216 257

受取配当金 117,914 66,989

雇用調整助成金 13,594 6,643

未払寄付金取崩益 - 50,000

その他 52,503 57,543

営業外収益合計 184,229 181,433

営業外費用

支払利息 44,253 41,664

社債発行費 30,080 999

社葬関連費用 - 5,345

コミットメントフィー 6,000 6,000

寄付金 50,000 -

その他 7,274 7,709

営業外費用合計 137,609 61,719

経常利益 895,586 964,362

特別利益

投資有価証券売却益 1,504,198 237,851

固定資産売却益 2,710 18

その他 - 2,768

特別利益合計 1,506,908 240,637

特別損失

投資有価証券評価損 - 1,651

固定資産除却損 58,896 50,418

和解金 1,430,000 -

訴訟関連損失 41,271 -

解体撤去費用 67,076 -

事務所移転費用 17,701 44,562

その他 253 -

特別損失合計 1,615,199 96,632

税金等調整前当期純利益 787,295 1,108,367

法人税、住民税及び事業税 305,844 384,442

法人税等調整額 21,934 △17,955

法人税等合計 327,779 366,487

当期純利益 459,515 741,880

親会社株主に帰属する当期純利益 459,515 741,880
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当期純利益 459,515 741,880

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,346,167 124,685

退職給付に係る調整額 △36,533 △56,624

その他の包括利益合計 △1,382,700 68,061

包括利益 △923,185 809,941

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △923,185 809,941

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,618,000 8,519,701 8,550,344 △809,840 20,878,206

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△148,049 △148,049

会計方針の変更を反映

した当期首残高
4,618,000 8,519,701 8,402,295 △809,840 20,730,156

当期変動額

剰余金の配当 △319,020 △319,020

親会社株主に帰属す

る当期純利益
459,515 459,515

自己株式の取得 △89 △89

自己株式の処分 7,702 79,668 87,370

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - 7,702 140,494 79,579 227,776

当期末残高 4,618,000 8,527,404 8,542,790 △730,261 20,957,933

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 2,204,472 △1,362,016 28,868 871,325 21,749,531

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△148,049

会計方針の変更を反映

した当期首残高
2,204,472 △1,362,016 28,868 871,325 21,601,482

当期変動額

剰余金の配当 △319,020

親会社株主に帰属す

る当期純利益
459,515

自己株式の取得 △89

自己株式の処分 87,370

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△1,346,167 - △36,533 △1,382,700 △1,382,700

当期変動額合計 △1,346,167 - △36,533 △1,382,700 △1,154,924

当期末残高 858,305 △1,362,016 △7,665 △511,375 20,446,557
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　当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,618,000 8,527,404 8,542,790 △730,261 20,957,933

会計方針の変更によ

る累積的影響額
-

会計方針の変更を反映

した当期首残高
4,618,000 8,527,404 8,542,790 △730,261 20,957,933

当期変動額

剰余金の配当 △313,538 △313,538

親会社株主に帰属す

る当期純利益
741,880 741,880

自己株式の取得 △527,839 △527,839

自己株式の処分 14,662 193,733 208,396

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - 14,662 428,342 △334,105 108,899

当期末残高 4,618,000 8,542,067 8,971,132 △1,064,366 21,066,832

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 858,305 △1,362,016 △7,665 △511,375 20,446,557

会計方針の変更によ

る累積的影響額
-

会計方針の変更を反映

した当期首残高
858,305 △1,362,016 △7,665 △511,375 20,446,557

当期変動額

剰余金の配当 △313,538

親会社株主に帰属す

る当期純利益
741,880

自己株式の取得 △527,839

自己株式の処分 208,396

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

124,685 - △56,624 68,061 68,061

当期変動額合計 124,685 - △56,624 68,061 176,960

当期末残高 982,991 △1,362,016 △64,289 △443,314 20,623,518
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 787,295 1,108,367

減価償却費 978,881 1,044,350

のれん償却額 89,523 65,762

固定資産除却損 58,896 50,418

投資有価証券評価損益（△は益） - 1,651

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,858 11,462

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,750 31,483

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,912 △45,226

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,260 △819

受取利息及び受取配当金 △118,131 △67,225

支払利息 44,253 41,664

社債発行費 30,080 999

固定資産売却損益（△は益） △2,710 △18

投資有価証券売却損益（△は益） △1,504,198 △237,851

売上債権の増減額（△は増加） △298,318 44,599

販売用不動産の増減額（△は増加） - △900,474

棚卸資産の増減額（△は増加） 2,356 △30,836

その他債権の増減額（△は増加） △40,270 26,766

仕入債務の増減額（△は減少） △83,620 11,773

受託現預金の増減額（△は増加） 600,000 700,000

その他 460,702 △79,798

小計 1,005,303 1,777,051

利息及び配当金の受取額 118,110 67,233

利息の支払額 △44,148 △42,037

法人税等の支払額 △308,934 △299,039

法人税等の還付額 13,563 △7,613

営業活動によるキャッシュ・フロー 783,894 1,495,594
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 3,728 △3,943

有形固定資産の取得による支出 △1,668,965 △1,089,839

無形固定資産の取得による支出 △449,048 △1,223

有形固定資産の売却による収入 3,126 18

投資有価証券の取得による支出 △66,093 △53,209

投資有価証券の売却による収入 2,373,873 310,260

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

- △490,507

保険積立金の積立による支出 △12,093 △10,856

保険積立金の払戻による収入 18,898 19,396

その他 △170 △7,518

投資活動によるキャッシュ・フロー 203,254 △1,327,421

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △290,000 840,000

長期借入れによる収入 1,000,000 -

長期借入金の返済による支出 △2,286,678 △281,678

社債の発行による収入 969,919 -

リース債務の返済による支出 △1,688 △20,704

自己株式の取得による支出 △89 △414,079

自己株式の処分による収入 46,124 54,147

配当金の支払額 △319,020 △313,538

財務活動によるキャッシュ・フロー △881,432 △135,852

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 105,716 32,320

現金及び現金同等物の期首残高 5,384,311 5,490,027

現金及び現金同等物の期末残高 5,490,027 5,522,348
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計上の見積りの変更)

（退職給付に係る負債）

連結子会社である東洋テックビルサービス株式会社は、当連結会計年度より退職給付債務の計算方法を簡便法から

原則法に変更しております。この変更は、業容の拡大に伴い同社の従業員数が増加し、また、今後の増加も見込まれ

ることから、退職給付費用の期間損益計算をより適正化するために行ったものであります。

これにより、当連結会計年度末における退職給付に係る負債が25,019千円減少し、同額を退職給付費用として売上

原価並びに販売費及び一般管理費に計上しており、その結果として従来の方法と比べて税金等調整前当期純利益が

25,019千円増加しております。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、当社及び当社の連結子会社が各々独立した経営単位であり、各社は取扱う製品・サービスに

ついて戦略を立案し、事業活動を展開しております。

「警備事業」は、機械警備、輸送警備、常駐警備、ＡＴＭ管理及び警備事業に附帯する工事等の他、防犯機器

等の販売やコールセンター業務等を行っております。

「ビル管理事業」は、メンテナンス業務等ビルの総合管理を行っております。

「不動産事業」は、賃貸用不動産の管理及び不動産仲介業務を主たる業務に位置付けております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。セグメント間の内部収益振替高は市場実勢価格に基づいております。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースであります。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日) (単位：千円)
　

報告セグメント 調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２警備事業 ビル管理事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 17,714,321 8,968,248 782,862 27,465,433 － 27,465,433

セグメント間の内部
売上高又は振替高

82,714 895,129 － 977,844 △977,844 －

計 17,797,036 9,863,378 782,862 28,443,277 △977,844 27,465,433

セグメント利益 210,446 311,732 259,195 781,374 67,592 848,966

セグメント資産 19,721,483 4,330,501 5,976,567 30,028,553 △149,217 29,879,335

セグメント負債 6,662,763 1,858,959 1,035,488 9,557,211 △124,432 9,432,778

その他の項目

減価償却費 881,405 20,792 76,683 978,881 － 978,881

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,462,724 12,814 270,479 1,746,018 － 1,746,018

のれんの償却額 72,064 17,458 － 89,523 － 89,523

(注) １．セグメント利益、セグメント資産及びセグメント負債の調整額は、セグメント間の取引消去によるもので

す。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、連結会計年度の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する

会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「警備事業」の売上高は8,454千円減少、セグメ

ント利益は8,454千円減少し、「ビル管理事業」の売上高は338,529千円増加、セグメント利益は263,175千円

増加し、「不動産事業」の売上高、セグメント利益には変更はありません。

当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日) (単位：千円)
　

報告セグメント 調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２警備事業 ビル管理事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 19,802,965 8,909,288 1,426,759 30,139,013 － 30,139,013

セグメント間の内部
売上高又は振替高

113,578 1,037,554 － 1,151,132 △1,151,132 －

計 19,916,543 9,946,842 1,426,759 31,290,145 △1,151,132 30,139,013

セグメント利益 459,435 89,515 282,883 831,834 12,814 844,648

セグメント資産 21,667,921 4,063,209 6,813,533 32,544,664 △957,892 31,586,771

セグメント負債 8,502,281 1,675,348 1,716,734 11,894,364 △931,111 10,963,253

その他の項目

減価償却費 944,134 22,118 78,097 1,044,350 － 1,044,350

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,340,780 81,020 87,805 1,509,607 － 1,509,607

のれんの償却額 48,304 17,458 － 65,762 － 65,762

(注) １．セグメント利益、セグメント資産及びセグメント負債の調整額は、セグメント間の取引消去によるもので

す。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり純資産額 1,935円00銭 2,018円27銭

１株当たり当期純利益金額 43円61銭 72円60銭

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり当期純利益金額

の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており、また、１株当たり純資産額の算

定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めております。

　 １株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前連結会計年度109,291

株、当連結会計年度77,992株であり、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数

は、前連結会計年度87,500株、当連結会計年度149,900株であります。

３．1株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益 459,515千円 741,880千円

普通株主に帰属しない金額 －千円 －千円

普通株式に係る親会社株主に帰属する
　 当期純利益

459,515千円 741,880千円

普通株式の期中平均株式数 10,534,820株 10,217,779株

４．1株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

純資産の部の合計額 20,446,557千円 20,623,518千円

純資産の部の合計額から控除する金額 －千円 －千円

普通株式に係る期末の純資産額 20,446,557千円 20,623,518千円

１株当たり純資産額の算定に
用いられた期末の普通株式数

10,566,684株 10,218,394株

　


